
関口 涼子（せきぐち・りょうこ）

パリ在住の作家、翻訳家、ジャーナリスト
日本語とフランス語、出版とデジタルのメディアで活動して
いる。アレクサンドル・ゴーチエやアンヌ＝ソフィー・ピッ
クなどのシェフ本への執筆のほか2021年刊行の食文学の叢
書『饗宴Le banquet』（ピキエ社）の編集主幹、季節観に
ついての『名残』（POL社、ガリマール社フォリオ文庫版）
はフランスでベストセラーになった。文学と食を結ぶイベン
トなども企画する。日本語での新刊は『カタストロフ前夜』
（明石書店）。2011年フランス政府芸術文化勲章受章。
2016年日本翻訳大賞受賞。
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